
本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
は
平
素
よ
り
の
本
校
教
育
活
動

に
対
し
て
の
多
大
な
る
御
理
解
と
御

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

本
校
第
78
期
生
卒
業
生
と
し
て
令
和

５
年
４
月
に
母
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

今
年
度
が
２
年
目
の
勤
務
で
す
。
本

荘
高
校
東
京
同
窓
会
報
第
24
号
の
発

行
に
際
し
、
現
在
の
本
荘
高
校
の
近

況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
今
年
度
全
日
制
課
程
１
２

２
年
目
、
定
時
制
課
程
76
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
生
徒
数
は
全
日
制

課
程
５
８
９
名
、
定
時
制
課
程
28
名

で
す
。
全
日
制
課
程
の
ク
ラ
ス
数
は

１
学
年
６
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
私
が
高

校
生
だ
っ
た
と
き
の
８
ク
ラ
ス
か
ら

２
ク
ラ
ス
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
６

ク
ラ
ス
と
も
普
通
科
で
以
前
に
あ
っ

た
商
業
科
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
生
徒
数
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続

く
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
運
動
部
は
15
部
、
文
化
部

は
10
部
あ
り
、
生
徒
は
毎
日
勉
学
に

部
活
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

活
気
あ
る
学
校
生
活
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

昨
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
５
類
へ
の
以
降
後
、
教
育
活
動
は

ほ
ぼ
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
団
歌
練
習
は
体
育
館
で
生
徒

が
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
運
動
会
で
も
一
般
の
観
客

を
入
れ
た
状
態
で
行
わ
れ
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
６
月
の
玲
瓏
祭
も

同
様
に
一
般
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
入

れ
大
変
盛
況
で
し
た
。
ク
ラ
ス
対
抗

（
８
月
）
・
ボ
ー
ト
教
室
（
９
月
）

も
予
定
通
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ち
な
み
に
、
ボ
ー
ト
教
室
（
１
年
の

み
）
は
私
の
時
代
は
全
ク
ラ
ス
参
加

の
ク
ラ
ス
対
抗
ボ
ー
ト
大
会
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
と
き
に
あ
っ
た
競
歩
大

会
と
ク
ラ
ス
対
抗
柔
剣
道
大
会
は
今

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
本
校
の
校
標
の
一
つ
で
あ

る
右
文
尚
武
は
勉
学
と
部
活
動
の
両

方
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味

す
る
本
校
生
の
校
是
で
す
。
こ
の
実

践
に
よ
り
昨
年
度
は
端
艇
部
、
柔
道

部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
放

送
部
と
囲
碁
が
全
国
高
総
文
祭
に
出

場
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
端
艇
部
、

柔
道
部
、
ヨ
ッ
ト
部
、
硬
式
テ
ニ
ス

で
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
て
い
ま
す
。
ま
た
勉
学
に
お
い
て

は
、
昨
年
度
の
卒
業
生
１
９
９
名
の

内
１
０
８
名
が
国
公
立
大
に
進
学
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
毎
日
部
活
動
に

勉
学
に
励
む
学
校
で
あ
る
こ
と
は
私

が
高
校
生
で
あ
っ
た
と
き
と
何
ら
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

定
時
制
課
程
で
は
通
常
生
徒
は
４

年
で
卒
業
し
ま
す
が
、
３
年
で
卒
業

す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
毎
年
３
年
生

の
半
数
は
３
年
で
卒
業
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
向
上

を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

生
徒
が
卒
業
後
も
円
滑
に
職
場
に
溶

け
込
め
る
よ
う
に
教
育
活
動
を
実
践

し
、
昨
年
度
は
卒
業
生
が
全
員
進
路

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

本
荘
高
校
の
教
育
目
標
は
「
将
来

の
社
会
を
担
う
人
材
と
な
る
べ
く
、

人
格
の
完
成
と
心
理
の
探
究
に
努
め

る
心
身
と
も
に
健
全
な
生
徒
を
育
成

す
る
」
で
す
。
校
標
は
右
文
尚
武
の

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
毎
年

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高

等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
に
、
た
く

さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
同
窓
会
事
務
局
よ
り
、

令
和
六
年
度
の
部
活
動
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

で
は
、
端
艇
部
と
柔
道
部
、
ま
た
、

部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
硬
式

テ
ニ
ス
が
活
躍
し
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

出
場
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
で
は
ヨ
ッ

ト
部
も
活
躍
し
、
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

令
和
六
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
大

会
愛
称
は
「
あ
り
が
と
う
を
強
さ
に

変
え
て
北
部
九
州
総
体
２
０
２
４
」
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
駆
け
上
が
れ
夢
の

舞
台
へ
、
燃
え
上
が
れ
若
人
の
魂
」
。

他
に
、
質
実
剛
健
・
玲
瓏
同
氣
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
は
毎
日
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
学
力
の
向
上
と
人
格

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

端
艇
は
長
崎
県
、
柔
道
と
硬
式
テ
ニ

ス
は
大
分
県
、
ヨ
ッ
ト
は
和
歌
山
県

（
毎
年
開
催
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
、
各
部
活
動
と
も

に
上
位
進
出
を
目
指
し
、
日
々
の
練

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

硬
式
野
球
部
は
、
春
の
県
大
会
は

ベ
ス
ト
８

で
、
順
調

に
実
力
を

伸
ば
し
て

お
り
、
夏

の
秋
田
県

大
会
（
甲

子
園
予
選
）

は
期
待
で

き
る
と
思

い
ま
す
。

平
成
二
十
年
を
最
後
に
甲
子
園
に
出

場
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
頑
張
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

文
化
部
は
、
残
念
な
が
ら
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
の
大
会
を
控
え
て
い

る
吹
奏
楽
部
な
ど
他
の
部
活
動
が
、

上
位
大
会
を
目
指
し
熱
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

本
校
の
活
躍
が
秋
田
を
離
れ
て
生

活
し
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
部
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
内
容
は
６
月
21
日
現
在
】

昨
年
の
第
45
回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
は
、
入
場
者
数
を
制

限
し
て
の
有
観
客
と
い
う
こ
と
で
、

４
年
ぶ
り
に
本
荘
高
校
０
Ｂ
と
選
手

関
係
者
で
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

男
子
個
人
戦
は
66
㎏
級
、
73
㎏
級
、

81
㎏
級
及
び
無
差
別
級
に
出
場
し
ま

し
た
。
女
子
個
人
戦
は
48
㎏
級
、
57

㎏
級
及
び
63
㎏
級
に
出
場
し
ま
し
た
。

個
人
戦
は
男
女
と
も
出
場
し
た
選
手

が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
て
る
力
を
発
揮
し
、

善
戦
し
た
と
思
い
ま
す
。

女
子
団
体
戦
は
、
熊
本
県
の
熊
本

西
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
先
鋒

は
技
あ
り
に
よ
る
優
勢
勝
ち
、
中
堅

は
合
せ
技
に
よ
る
一
本
負
け
、
大
将

は
引
き
分
け
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

今
年
の
第
46
回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
は
、
男
子
個
人
戦
の

二
人
、
73
㎏
級
に
阿
部
颯
大
さ
ん
、

81
㎏
級
に
小
松
脩
さ
ん
が
出
場
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
３
月
19
日
（
火
）

に
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
佐
藤
源
一

会
長
（
60
期
）
、
伊
豆
憲
一
理
事

（
68
期
）
、
千
葉
久
柔
道
部
０
Ｂ

（
64
期
）
、
鈴
木
克
博
柔
道
部
０
Ｂ

（
75
期
）
と
私
の
５
名
で
す
。
二
人

と
も
２
回
戦
か
ら
の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
二
人
と
も
持
て
る
力
を
発

揮
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
惜
敗
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
通
常
の
有
観
客
で
の
試

合
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活

気
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
母
校
の
柔
道
部
は
、
新
入
部
員

対
象
者
が
中
学
時
代
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
練
習
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
男
女
と
も
新
入
部
員

の
入
部
が
少
な
く
な
り
、
来
年
は
個

人
戦
で
の
出
場
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
試
合
が
終
わ
っ
て
、
千

葉
久
柔
道
部
０
Ｂ
に
よ
り
、
武
道
館

の
正
門
前
で
、
選
手
、
長
谷
部
亮
監

督
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
応
援
に
来
て
い
た
５
名
で

神
保
町
付
近
の
中
華
料
理
店
の
個
室

で
残
念
会
（
飲
み
会
兼
昼
食
）
を
行

い
ま
し
た
。

会
報
第
24
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
編
集
・
割
付
作
業
に
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
発
行

で
き
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
、
高
校
を
卒
業
し
て

半
世
紀
で
す
。
こ
の
間
、
何
が
ど
う

変
わ
り
、
何
が
そ
の
ま
ま
か
。
身
の

周
り
で
は
、
そ
し
て
世
界
で
は…

。

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
目
を
こ
ら
す
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
頭
は
空
転
し
て
ば
か
り
で

す
。
せ
め
て
朝
く
ら
い
、
ひ
ん
や
り

し
た
空
気
を
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に

ご
無
事
で
。

（
伊
藤
典
明
・
69
期
）
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本
荘
高
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特
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活
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窓
会
事
務
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担
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中

村
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（
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期
）

母
校
柔
道
部
の
応
援

第
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回
及
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第
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回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

湯

田

友

夫

（
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期
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男女端艇とヨット（母校提供）

第58回 本荘高校東京同窓会
総会・懇親会

日 時 令和6年10月19日（土）12時～15時

会 場 アルカディア市ヶ谷

懇親会費 10,000円（会場費及び料理代等の
値上りにより会費の値上げを予定）

連絡先 本荘高校東京同窓会
事務局長 湯田友夫（65期）
携帯電話 090-8492-4258
E-mail tom1794yuda@gmail.com

諸物価高騰のおりではありますが、多くの皆様の

参加をお待ちしております。

QRコードでホームページが見られます。

東
京
・
日
本
武
道
館
で

右
上
は
第
45
回
大
会
、
他
は
第
46
回
大
会
。

左
上
と
右
下
は
母
校
提
供



東
京
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
数

年
間
、
す
べ
て
の
社
会
活
動
が
停
止

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
活

動
も
例
に
も
れ
ず
「
開
店
休
業
」
の

状
態
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
母
校
本
荘
高
校
は
創
立
百

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間

三
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
世
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
十
月

八
日
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
が
由

利
本
荘
市
文
化
交
流
館
ガ
ダ
ー
レ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

筑
波
大
学
教
授
の
大
須
賀
健
氏

（
お
お
す
が
け
ん

本
校
第
八
十

七
期
生
）
に
よ
る
「
最
新
の
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
天
文
学
」
の
お
話
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

昨
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ

禍
も
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
多
く
の
団

体
活
動
が
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
会
も
昨
年
秋
、
四
年
ぶ
り
と
な
る

総
会
（
第
五
十
七
回
）
開
催
が
で
き

再
出
発
を
は
た
し
ま
し
た
。
従
来
か

ら
の
親
睦
行
事
も
寄
席
落
語
鑑
賞
会

（
落
語
を
聞
く
会

六
月
）
、
プ
ロ

野
球
観
戦
会
（
巨
人
対
阪
神
戦
の
野

球
を
見
る
会

七
月
）
、
秋
場
所
十

四
日
目
大
相
撲
観
戦
会
（
秋
場
所
十

四
日
目
の
大
相
撲
を
見
る
会

九
月
）

な
ど
が
計
画
（
一
部
実
施
）
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
会
の
伝
統
あ
る
活
動
で

あ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

場
と
し
て
、
よ
り
幅
広
い
会
員
の
皆

様
の
参
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
当
会
の
活
動
状
況
は
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
「
本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
」

で
検
索
）

さ
て
、
社
会
状
況
の
進
展
と
と
も

に
、
従
来
か
ら
の
様
々
な
活
動
に
対

し
新
し
い
視
点
か
ら
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
当

会
も
再
建
出
発
し
て
か
ら
五
十
年
以

上
を
経
過
し
、
ま
た
母
校
同
窓
会
も

百
二
十
年
の
歴
史
を
刻
も
う
と
し
て

い
る
今
日
、
少
子
高
齢
化
と
し
て
一

つ
特
徴
づ
け
ら
れ
る
日
本
の
社
会
状

況
は
学
生
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
も
深
刻
な

の
が
学
生
数
の
減
少
で
、
昨
年
、
高

橋
校
長
先
生
が
当
会
の
総
会
に
ご
出

席
い
た
だ
い
た
時
に
配
布
さ
れ
た
資

料
に
よ
り
ま
す
と
、
最
近
の
母
校
卒

業
生
の
数
は
、
令
和
五
年
・
二
百
三

十
一
人
、
令
和
四
年
・
二
百
三
十
四

人
、
令
和
三
年
・
二
百
三
十
七
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
卒
業
し
た
昭

和
四
十
年
当
時
に
比
較
す
る
と
大
幅

な
減
少
で
す
。
こ
の
事
は
即
同
窓
会

の
新
入
会
員
数
の
減
少
に
つ
な
が
り

ま
す
。
近
年
発
行
さ
れ
た
同
窓
会
名

簿
よ
り
首
都
圏
在
住
の
会
員
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
今
後
の
同

窓
会
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

も
の
と
思
わ
れ
、
留
意
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
会
で
は
よ
り
幅
広
い
会
員
の
皆

様
に
実
行
委
員
会
や
行
事
な
ど
に
参

加
い
た
だ
き
、
交
流
の
機
会
を
提
供

す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近

年
は
、
様
々
な
活
動
に
毎
年
新
し
い

会
員
が
参
加
す
る
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
強
制
さ
せ
ら
れ
た
不
自

由
な
生
活
で
一
層
進
展
し
た
と
思
わ

れ
る
都
会
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
孤
立
化
な
ど
が
社
会

問
題
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
同
窓
会

の
活
動
が
そ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
対

応
の
一
つ
の
助
け
に
な
る
よ
う
で
し

た
ら
こ
の
上
な
い
成
果
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
多
少
出
過
ぎ
た
こ
と
を
申

し
上
げ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
も
同
窓
会
活
動
の

一
つ
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
最
近
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
出
発
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
対

し
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映

さ
せ
、
元
気
の
出
る
楽
し
い
活
動
を

つ
づ
け
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
会
員

の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
１
日

開
催
の
令
和
２
年
度
第
２
回
役
員
会

か
ら
同
窓
会
活
動
は
休
止
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
５
月
８
日
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位

置
づ
け
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
（
２
類
相
当
）
」
か
ら

「
５
類
」
に
変
更
と
な
り
、
周
辺
で

は
秋
高
連
総
会
・
フ
ェ
ス
タ
、
各
ふ

る
さ
と
会
、
各
高
校
同
窓
会
の
開
催

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

当
会
も
役
員
会
は
対
面
式
で
は
な
く

メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
し
、
４
年
ぶ
り

に
第
57
回
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
事
務
局
が
中
心
と
な
っ

て
総
会
・
懇
親
会
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
、
総
会
・
懇
親
会
の
案
内
等

を
作
成
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
９
月

16
日
に
令
和
５
年
度
第
１
回
役
員
会

を
開
催
し
、
総
会
・
懇
親
会
の
案
内

等
の
発
送
作
業
（
約
７
０
０
通
）
、

そ
の
後
、
総
会
・
懇
親
会
の
詳
細
内

容
と
担
当
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。
10
月
14
日
に
会
計

監
査
と
令
和
６
年
第
１
回
役
員
会
を

開
催
し
、
第
57
回
総
会
資
料
の
審
議

と
総
会
・
懇
親
会
の
最
終
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
第
57

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
源
一
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
長
の
私
か
ら
「
令
和
２
年
度
～

５
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報

告
」
を
し
て
、
こ
の
際
、
畠
山
良
治

監
事
よ
り
令
和
２
年
度
～
５
年
度
決

算
報
告
に
つ
い
て
「
適
正
か
つ
妥
当

で
あ
る
と
認
め
る
」
と
の
会
計
監
査

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
令

和
６
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

案
」
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
全

て
の
報
告
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
、
挨
拶
を
兼
ね
て
、

村
岡
兼
幸
同
窓
会
長
よ
り
同
窓
会
の

近
況
報
告
、
高
橋
雄
一
校
長
よ
り
母

校
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
佐
藤
源
一
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
の
紹
介
、
乾
杯
と
な
り
、

会
食
及
び
懇
談
に
移
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
、
初
参
加
者
の
自
己
紹
介
、

カ
ラ
オ
ケ
、
校
歌
斉
唱
、
三
本
締
め

が
あ
り
、
安
井
賢
光
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
終
わ
り
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
人
数
は
50
名
と
コ
ロ
ナ
禍
前
の

参
加
者
数
よ
り
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
寄
席

落
語
鑑
賞
会
（
落
語
を
聞
く
会
）
に
、

同
期
の
三
名
で
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
友
人
と
も
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

こ
の
日
は
六
月
の
中
旬
に
し
て
は

（
現
代
は
こ
れ
が
普
通
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
）
夏
の
よ
う
な
暑
さ
で
、

加
え
て
浅
草
は
観
光
客
も
多
く
、
集

合
時
間
の
十
一
時
に
は
既
に
町
全
体

が
熱
気
を
帯
び
て
い
ま
し
た
。
と
り

ま
と
め
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
74
期
の

遠
藤
様
と
は
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
数
人
に
囲
ま
れ
て
お
金
の

や
り
取
り
を
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

お
声
を
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
案
の

定
、
遠
藤
さ
ん
で
し
た
が
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
声
を
掛
け
た
私
に
、
ホ
ッ

と
す
る
よ
う
な
笑
顔
を
向
け
て
く
だ

さ
り
、
心
が
和
み
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
場
と
な
り
、
席
に
つ

き
会
場
を
見
渡
す
と
、
お
も
む
ろ
に

お
弁
当
や
ら
お
に
ぎ
り
な
ど
、
食
事

を
さ
れ
て
い
る
人
が
目
に
入
り
、
寄

席
は
凡
そ
五
時
間
の
長
丁
場
で
も
あ

り
（
昼
の
部
は
）
お
昼
を
挟
む
た
め
、

演
芸
ホ
ー
ル
と
は
こ
う
い
う
場
所
な

の
だ
と
三
人
で
ま
ず
は
洗
礼
を
受
け

ま
し
た
。
私
は
、
遠
藤
さ
ん
か
ら
の

案
内
に
飲
食
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
弁
当
を
用
意
す

る
ま
で
は
気
が
引
け
ク
ッ
キ
ー
を
持
っ

て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
気

遣
い
は
不
要
で
し
た
。
因
み
に
演
芸

ホ
ー
ル
の
売
店
で
も
お

弁
当
類
が
売
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
開

幕
！
落
語
の
合
間
に
民

謡
・
漫
才
・
マ
ジ
ッ
ク

等
々
が
組
み
込
ま
れ
、

落
語
だ
け
だ
と
頭
を
使

い
過
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
疲

れ
そ
う
な
と
こ
ろ
、
う

ま
い
構
成
だ
と
納
得
＆

感
心
し
ま
し
た
。
初
め

は
回
り
を
気
に
し
な
が

ら
笑
っ
て
い
た
私
も
、

気
が
付
け
ば
遠
慮
な
く

大
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
た
く
さ
ん
笑
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
笑
い
と

は
別
に
、
紙
切
り
の
芸
に
感
動
し
ま

し
た
。
即
興
で
客
席
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
お
喋
り
し
な
が
ら
軽

く
笑
わ
せ
な
が
ら
ほ
ん
の
一
，
二
分

で
し
ょ
う
か
、
鋏
で
紙
を
切
り
な
が

ら
形
を
作
る
芸
は
、
国
の
宝
だ
と
、

大
げ
さ
で
な
く
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

出
演
さ
れ
た
落
語
家
さ
ん
の
中
に
は

テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
い
る
方
も
何
人

か
お
ら
れ
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
ア
ッ

と
い
う
間
の
五
時
間
で
し
た
。

終
演
後
は
数
年
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
三
人
で
、
同
窓
会
で

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
食
会

に
は
参
加
せ
ず
、
以
前
テ
レ
ビ

で
見
た
お
店
を
目
指
し
、
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
た
く
さ
ん
の

人
を
掻
き
分
け
な
が
ら
辿
り
着
き
、

少
し
の
間
、
ま
だ
興
奮
冷
め
や
ら
な

い
寄
席
の
話
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
に

足
を
運
ぶ
機
会
も
な
く
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
準
備
や
連
絡
等
、
遠

藤
様
に
も
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
等
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
ロ
ー
イ
ン
グ

（
８
月
９
日
～
長
崎
県
諫
早
市
・

本
明
川
水
上
競
技
場
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

白
井
咲
羽

準
々
決
勝
で
敗
退

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

鈴
木
漣

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

小
松
煌
・
渡
辺
妃
茉
琉

決
勝
で
６
位

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

佐
々
木
陽
・
阿
部
悠
翔

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
女
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

長
田
凛
香
・
藤
澤
に
じ
・
楠
紗
季
・

佐
藤
夢
歌
・
荘
司
彩
結

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
男
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

斎
藤
匠
・
梶
原
快
星
・
猪
股
良
都
・

今
野
将
成
・
石
塚
匡
道

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
ヨ
ッ
ト

第
65
回
全
国
高
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

（
８
月
12
日
～
和
歌
山
市
・
和
歌
山

セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

▼
女
子
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ａ
６
級

藤
田
依
瞳

21
位

第
79
回
東
北
高
校
陸
上
競
技
大
会

（
６
月
14
日
～
福
島
市
・
と
う
ほ
う

み
ん
な
の
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▼
女
子
100ｍ
ハ
ー
ド
ル

長
堀
莉
子

８
位
入
賞

第
65
回
秋
田
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

兼
第
71
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
秋
田
県
大
会

（
６
月
５
日
～

大
仙
市
・
大
曲
市
民

会
館
ほ
か
）

▼
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

ウ
ィ
ダ
ー
ホ
ル
ド
み
ゆ
き
伊
藤
颯
太

佐
々
木
宇
宙

各
入
選

▼
朗
読
部
門

中
野
妃
香
莉
渡
辺
笑
佳

各
入
選

▼
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

『Loading

・
・
・
』
『
約
束
』

各
入
選

第
66
回
秋
田
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
７
月
26
日

秋
田
市
・
あ
き
た
芸
術

劇
場
ミ
ル
ハ
ス
）

課
題
曲
『
メ
ル
ヘ
ン
』
（
酒
井
格
）

自
由
曲

交
響
詩
『
海
』
よ
り

「
風
と
海
と
の
対
話
」
（
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
）

銀
賞

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

東
京
同
窓
会
会
長

佐

藤

源

一

(

60
期)

落
語
を
聞
く
会
に
参
加
し
て

梶

原

ひ
ろ
み
（
77
期
）

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
の
前
で

会
食
し
た
『
荒
井
屋
』

端

艇

部

４
年
ぶ
り
に
開
催

第
57
回
本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

事
務
局
長

湯

田

友

夫
（
65
期
）

校
歌
斉
唱
の
音
頭

ヨ

ッ

ト

部

吹

奏

楽

部

陸
上
競
技
部

放

送

部

部
活
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
②
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間
違
い
な
く
、
昔
は
本
を
読
む
こ

と
の
な
い
少
年
だ
っ
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
秋
田
の
片
田
舎
は
、

日
本
海
に
接
し
、
長
い
砂
浜
の
続
く

海
岸
、
平
地
部
分
を
耕
し
た
田
ん
ぼ

と
、
海
抜
１
０
０
ｍ
に
も
満
た
な
い

広
葉
樹
林
の
広
が
る
丘
陵
地
に
囲
ま

れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
国
道
７
号
線

と
羽
越
線
が
並
行
し
て
海
岸
線
を
、

新
潟
方
面
に
走
り
抜
け
る
地
域
で
あ

る
。
高
速
道
路
が
通
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
新
幹
線
が
走
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
私
が
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
相
当
な
時
間
が
経
過
し
た
あ
た
り

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

小
学
生
の
頃
か
ら
、
海
か
ら
吹
付

け
る
吹
雪
の
な
か
、
海
抜
１
０
０
ｍ

に
存
す
る
権
現
様
（
ご
ん
げ
ん
さ
ま
）

に
初
詣
で
に
出
か
け
る
こ
と
を
ず
っ

と
続
け
て
き
た
。
そ
の
あ
た
り
で
は
、

雪
あ
る
時
は
橇
（
そ
り
）
や
ス
キ
ー

で
滑
っ
て
遊
び
、
春
に
は
田
ん
ぼ
の

脇
に
あ
る
用
水
池
や
小
川
に
入
り
鮒

や
ウ
グ
イ
を
釣
っ
て
遊
ん
だ
。
夏
に

な
れ
ば
砂
浜
海
岸
で
ハ
マ
グ
リ
を
採

り
、
釣
り
糸
を
投
げ
て
キ
ス
や
鰈

（
か
れ
い
）
、
運
が
良
け
れ
ば
イ
ナ

ダ
を
釣
り
上
げ
食
卓
に
乗
せ
た
。
秋

に
な
れ
ば
、
山
ブ
ド
ウ
、
桑
の
実
、

ア
ケ
ビ
な
ど
、
誰
の
所
有
地
な
の
か

わ
か
ら
な
い
丘
陵
地
帯
を
歩
き
回
り
、

そ
れ
な
り
の
収
穫
が
得
ら
れ
得
意
満

面
の
少
年
期
で
あ
っ
た
。

特
筆
に
値
す
る
の
は
秋
10
月
の
こ

と
。
稲
刈
り
が
終
わ
り
、
稲
穂
を
棚

に
干
す
頃
に
海
岸
で
獲
れ
る
ヒ
ラ
ガ

ニ
捕
り
で
あ
る
。
カ
ン
テ
ラ
や
空
き

缶
で
こ
し
ら
え
た
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）

入
れ
を
持
ち
、
退
校
後
の
午
後
か
ら
、

遠
投
す
る
要
領
で
網
を
投
げ
入
れ
て

い
る
と
、
子
供
で
も
数
時
間
で
バ
ケ

ツ
一
杯
に
獲
れ
る
の
で
あ
る
。
ヒ
ラ

ガ
ニ
は
大
き
く
は
な
く
、
汁
物
の
だ

し
用
ぐ
ら
い
な
が
ら
食
べ
る
と
美
味

し
い
。

遊
び
疲
れ
る
と
直
ぐ
に
眠
く
な
る
。

楽
し
く
て
や
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
な
か
な
か
本
な
ど
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

中
学
生
の
頃
、
我
が
家
の
餅
つ
き

に
防
衛
大
学
校
の
生
徒
が
遊
び
に
来

た
。
上
下
を
真
っ
白
い
制
服
に
包
み
、

玄
関
に
入
る
前
で
父
母
に
敬
礼
す
る

の
を
み
て
、
「
俺
は
防
衛
大
学
校
に

行
く
！
」
と
決
め
た
。
そ
の
頃
に
、

自
ら
の
将
来
を
認
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
入
学
す
る
本
荘
高
校
に
は
温
水

プ
ー
ル
が
あ
り
、
防
大
入
学
後
の
為

に
水
泳
部
に
入
っ
た
が
、
そ
の
後
、

就
職
が
内
定
し
た
た
め
、
受
験
目
的

に
し
て
い
た
防
衛
大
学
校
に
は
進
め

な
か
っ
た
。❖❖❖

そ
ろ
そ
ろ
本
題
へ
。

『
文
藝
春
秋
』
平
成
31
年
２
・
３

月
号
の
、
清
武
英
利
氏
寄
稿
の
「
後

列
の
人
」
に
、
林
紀
幸
（
は
や
し
の

り
ゆ
き
・
元
宇
宙
科
学
研
究
所
課
長
）

と
い
う
方
の
生
立
ち
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
文
中
に
、
故
郷
の
岩
城
町
道

川
に
関
係
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て

い
た
。

林
氏
の
実
父
で
あ
る
林
三
男
（
は

や
し
み
つ
お
）
は
昭
和
３
年
の
中
島

飛
行
機
の
試
作
機
Ｎ
ー
36
輸
送
機
試

験
飛
行
の
墜
落
事
故
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
戦
後
、

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
父
と
云
わ

れ
た
糸
川
英
夫
（
い
と
か
わ
ひ
で
お
）

が
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
中

島
飛
行
機
に
入
社
し
て
い
た
。
糸
川

は
戦
時
中
、
97
式
戦
闘
機
や
隼
（
は

や
ぶ
さ
）
の
後
継
機
鍾
馗
（
し
ょ
う

き
）
の
設
計
に
あ
た
っ
て
い
た
。
父

の
死
後
15
年
経
過
し
、
林
紀
幸
は
糸

川
を
頼
っ
て
中
島
飛
行
機
を
継
承
し

た
富
士
精
密
工
業
へ
の
就
職
試
験
を

受
け
、
失
敗
し
た
。

そ
の
頃
、
糸
川
は
千
葉
に
あ
る
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
に
お
い
て

ロ
ケ
ッ
ト
の
飛
翔
実
験
を
し
て
い
た
。

直
径
１
・
８
㎝
、
全
長
23
㎝
、
わ
ず

か
２
０
０
ｇ
の
ペ
ン
シ
ル
型
か
ら
始

め
、
全
長
１
２
０
㎝
の
ベ
ビ
ー
ロ
ケ
ッ

ト
、
カ
ッ
パ
Ｋ
型
を
次
々
と
打
ち
上

げ
て
い
た
頃
で
あ
り
、
糸
川
も
人
材

が
欲
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
就
職
希

望
の
林
紀
幸
を
採
用
し
た
。
彼
は
昭

和
33
年
４
月
、
研
究
所
に
初
任
給
７

５
０
０
円
で
入
所
し
た
。
そ
し
て
18

日
後
に
は
、
道
川
海
岸
の
ロ
ケ
ッ
ト

実
験
場
に
、
４
万
５
０
０
０
円
で
出

張
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

私
が
小
学
生
の
頃
、
道
川
の
海
岸

に
は
東
大
研
究
所
な
る
も
の
が
あ
り
、

頻
繁
に
打
上
げ
実
験
が
行
わ
れ
て
い

た
。
打
上
げ
実
験
の
都
度
、
多
数
の

研
究
者
、
関
係
者
が
出
入
り
す
る
の

を
目
に
し
た
。
そ
の
頃
の
私
達
は
ま

だ
ゴ
ム
靴
で
遊
ん
で
い
た
時
代
だ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
家
族
が
オ
ー
プ

ン
カ
ー
に
乗
っ
て
村
に
入
っ
て
き
た
。

軍
事
の
監
視
目
的
な
の
に
、
家
族
で

遠
足
し
て
い
る
み
た
い
。
自
動
車
に

は
同
い
年
ぐ
ら
い
の
金
髪
少
女
が
同

乗
し
て
い
て
、
そ
の
か
わ
い
ら
し
さ

と
美
し
さ
に
、
子
供
な
が
ら
卒
倒
し

そ
う
に
な
る
く
ら
い
の
刺
激
を
受
け

た
。
あ
の
当
時
に
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ

イ
ン
主
演
の
『
史
上
最
大
の
作
戦
』

と
い
う
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
が
、

英
語
は
ま
っ
た
く
解
ら
な
い
も
の
の
、

ア
メ
リ
カ
人
と
は
恰
好
が
良
い
と
、

西
洋
文
化
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
辺
り
に
原
因
が
あ
っ
た

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

ぺ
ン
シ
ル
型
か
ら
50
㎝
ぐ
ら
い
の

長
さ
の
鋼
鉄
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち

上
げ
る
度
に
、
道
川
の
海
岸
に
東
京

の
文
化
が
入
っ
て
き
た
。
生
ま
れ
故

郷
の
道
川
に
は
帝
国
石
油
の
道
川
鉱

業
所
が
あ
り
、
戦
前
か
ら
石
油
の
原

油
が
産
出
さ
れ
て
い
た
。
私
の
父
親

は
、
鉱
業
所
に
月
給
６
０
０
０
円
で

現
地
採
用
さ
れ
た
従
業
員
で
あ
り
、

併
設
さ
れ
て
い
た
社
宅
が
私
の
生
家

で
あ
る
。
帝
国
石
油
従
業
員
の
福
利

目
的
で
、
組
合
主
催
の
定
期
的
な
映

画
会
も
あ
っ
た
。
石
油
積
替
基
地
も

併
設
さ
れ
、
従
事
す
る
国
鉄
の
関
係

者
も
多
数
住
ん
で
お
り
、
ド
田
舎
な

が
ら
も
、
東
京
の
文
化
が
直
接
入
り

込
む
特
異
な
田
舎
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

Ｋ
ー
６
型
が
高
度
60
㎞
、
Ｋ
ー
８

型
が
電
離
層
に
達
し
、
Ｋ
ー
９
型
が

３
１
０
㎞
ま
で
打
上
げ
ら
れ
、
人
工

衛
星
が
手
の
届
く
よ
う
な
実
験
が
繰

り
返
さ
れ
た
の
だ
か
ら
す
ご
い
。
一

年
に
45
機
も
打
ち
上
げ
て
い
る
中
、

Ｋ
ー
８
型
10
号
機
、
三
段
ロ
ケ
ッ
ト

が
墜
落
し
て
爆
発
炎
上
し
た
。
こ
の

世
の
終
わ
り
か
と
思
う
ほ
ど
明
る
く

光
り
、
大
き
な
爆
発
音
が
何
度
も
響

き
渡
る
と
い
う
大
事
故
で
あ
っ
た
。

【
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

私
の
田
舎
・
由
利
本
荘
市
道
川

小

野

ひ
さ
し

（
65
期
）
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『
文
藝
春
秋
』
の
記
事
で
は
、
開

発
し
た
糸
川
博
士
の
晩
年
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
実
験
の
失
敗
に

よ
り
昭
和
42
年
に
東
大
を
辞
職
し
、

組
織
工
学
研
究
所
を
開
く
も
、
陸
軍

時
代
の
戦
闘
機
開
発
に
携
わ
り
、
特

攻
機
に
使
用
さ
れ
、
防
弾
の
為
の
背

板
一
枚
を
組
込
め
な
か
っ
た
と
い
う

矜
持
を
砕
か
れ
た
念
に
捕
わ
れ
、
心

身
混
濁
の
時
期
を
過
ご
し
た
。
退
官

後
に
、
妻
子
の
元
を
離
れ
、
晩
年
に

は
長
野
上
田
で
19
歳
年
下
の
女
性
と

晩
年
を
過
ご
し
、
終
の
棲
家
と
し
て

い
た
。

糸
川
の
葬
儀
後
、
遺
骨
を
巡
っ
て

遺
族
と
の
間
に
諍
い
が
起
き
た
と
い

う
。
遺
骨
の
一
部
を
林
ロ
ケ
ッ
ト
班

長
が
密
か
に
取
分
け
、
鹿
児
島
糸
川

像
の
基
礎
石
に
埋
め
ら
れ
た
と
し
て

い
る
。
鹿
児
島
以
前
の
試
験
場
に
選

ば
れ
た
道
川
に
は
「
日
本
の
ロ
ケ
ッ

ト
発
祥
の
地
」
と
看
板
一
枚
の
み
建

て
ら
れ
て
い
る
だ
け
。
薄
ぼ
ん
や
り

と
し
た
記
憶
の
糸
に
、
こ
の
記
事
に

よ
り
関
係
者
に
よ
る
過
去
の
経
緯
を

紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
。

❖❖❖
感
動
と
い
え
ば
、
由
利
本
荘
市
に

埋
も
れ
て
い
る
文
化
を
も
う
一
つ
紹

介
す
る
。

市
内
赤
田
の
大
仏
様
お
堂
の
前
に

「
堀
川
達
三
郎
（
ほ
り
か
わ
た
つ
さ

ぶ
ろ
う
）
美
術
館
」
が
あ
る
。
『
北

の
国
か
ら
』
で
有
名
な
北
海
道
・
美

瑛
町
（
び
え
い
ち
ょ
う
）

に
あ
る
「
後
藤
澄
男

（
ご
と
う
す
み
お
）
記

念
館
」
に
匹
敵
す
る
、

秋
田
の
自
然
や
風
景
を

描
い
た
素
晴
ら
し
い
作

品
群
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
。秋

田
市
千
秋
公
園
前

の
県
立
美
術
館
に
比
し
、

ど
う
見
て
も
管
理
に
手

薄
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
本
高
卒
業
生
の
皆
様
、

な
ん
と
か
応
援
し
て
！
」

と
の
思
い
を
込
め
て
こ

こ
に
記
し
た
次
第
で
あ

る
。

梅
雨
明
け
前
、
ア
メ
リ
カ
で
は
オ
ー

ル
ス
タ
ー
で
の
大
谷
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
、

伝
統
の
巨
人
対
阪
神
ナ
イ
タ
ー
観
戦
。

小
生
本
年
80
歳
に
な
り
、
同
級
生
の

阿
部
義
康
氏
と
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な

か
お
会
い
で
き
な
く
５
年
ぶ
り
の
お

誘
い
が
あ
り
、
冥
土
の
土
産
と
思
い

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

十
何
年
ぶ
り
に
ド
ー
ム
に
来
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ド
ー
ム
の
照
明
、

売
店
、
売
り
子
の
買
物
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
に
変
わ
っ
て
、
変
わ
ら
な
か
っ

た
の
は
セ
コ
ム
長
嶋
の
看
板
。
先
ず

は
コ
ッ
プ
一
杯
９
０
０
円
の
ビ
ー
ル
！

巨
人
の
絶
好
調
に
な
っ
て
阪
神
戦

連
勝
体
制
、
阿
部
監
督
の
、
３
０
３

日
ぶ
り
の
４
番
岡
本
の
左
翼
、
６
番

坂
本
の
三
塁
、
好
調
の
大
城
と
超
攻

撃
布
陣
で
臨
ん
で
、
阪
神
の
先
取
点

で
し
た
が
、
５
回
表
の
右
翼
丸
の
レ
ー

ザ
ー
ビ
ー
ム
の
捕
殺
、
５
回
裏
の
岡

本
の
勝
ち
越
し
二
塁
打
で
４
対
３
と

し
、
大
竹
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
６
回

坂
本
（
阪
神
）
の
三
振
、
大
山
の
二

塁
盗
塁
を
岸
田
の
送
球
で
ゲ
ッ
ツ
ー
、

こ
れ
が
勝
負
を
決
め
た
か
、
そ
の
後

投
手
船
廹、
泉
、
ケ
ラ
ー
、
バ
ル
ド
ナ

ル
ド
、
最
後
は
大
勢
と
繋
ぎ
、
４
対

３
で
連
勝
。
内
容
の
あ
る
楽
し
い
試

合
で
し
た
。

参
加
者
20
名
、

女
性
の
方
３
名
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

フ
ァ
ン
の
中
、

た
だ
一
人
阪
神

フ
ァ
ン
の
伊
豆

憲
一
氏
、
や
け

酒
か
、
お
高
い

ビ
ー
ル
を
よ
く

飲
ん
で
い
ま
し

た
。７

回
終
了
後

の
お
楽
し
み
抽

選
会
は
、
全
員

当
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
の

リ
ー
グ
優
勝
は

ど
こ
の
チ
ー
ム

が
獲
る
か
、
混

戦
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
の
優
勝
を
期

待
し
て
阿
部
氏

と
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
七
月
七
日
に
あ
っ

た
由
利
本
荘
市
ふ
る
さ
と
会
で
も
ご

一
緒
に
な
っ
た
松
本
幸
江
さ
ん
と
談

笑
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ナ
イ
タ
ー
観

戦
で
し
た
。

お
世
話
役
の
湯
田
さ
ん
、
畠
山
さ

ん
、
佐
藤
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
106
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

秋
田
大
会

（
７
月
11
日
～
さ
き
が
け
八
橋
球
場
）

２
回
戦

本
荘
５‐

１
秋
田

３
回
戦

本
荘
７‐

３
秋
田
北
鷹

準
々
決
勝

本
荘
０‐

２
金
足
農
業

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
柔
道

第
73
回
全
国
高
校
柔
道
大
会

（
８
月
11
日
～
大
分
・
レ
ゾ
ナ
ッ
ク

武
道
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
男
子
個
人
73
kg
級

１
回
戦
阿
部
颯
大‐

〇
近
藤
渓
龍

僅
差

（
京
都
・
先
端
大
附
）

▼
男
子
個
人
81
kg
級

１
回
戦
小
松
脩‐

〇
山
本
龍
之
介

合
わ
せ
技

（
鳥
取
・
倉
吉
北
）

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
テ
ニ
ス

第
114
回
全
国
高
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
８
月
５
日

大
分
・
レ
ゾ
ナ
ッ
ク

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
回
戦

大
泉
恒
０‐

６
木
村
一
翔

（
岡
山
・
関
西
）

野
球
を
見
る
会

亀

山

治

夫

（
57
期
）

東
京
ド
ー
ム
の
観
覧
席
で

硬
式
野
球
部

柔

道

部

部
活
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
①

巨
人
・
阪
神
戦

硬
式
テ
ニ
ス

本
稿
所
携
の
３
枚
の
絵
は

い
ず
れ
も
筆
者
の
作
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東
京
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
同
窓
会
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
数

年
間
、
す
べ
て
の
社
会
活
動
が
停
止

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
活

動
も
例
に
も
れ
ず
「
開
店
休
業
」
の

状
態
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
母
校
本
荘
高
校
は
創
立
百

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間

三
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
世
に
送

り
出
し
て
い
ま
す
。
令
和
四
年
十
月

八
日
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
が
由

利
本
荘
市
文
化
交
流
館
ガ
ダ
ー
レ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

筑
波
大
学
教
授
の
大
須
賀
健
氏

（
お
お
す
が
け
ん

本
校
第
八
十

七
期
生
）
に
よ
る
「
最
新
の
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
天
文
学
」
の
お
話
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

昨
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ

禍
も
収
ま
り
つ
つ
あ
り
、
多
く
の
団

体
活
動
が
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
会
も
昨
年
秋
、
四
年
ぶ
り
と
な
る

総
会
（
第
五
十
七
回
）
開
催
が
で
き

再
出
発
を
は
た
し
ま
し
た
。
従
来
か

ら
の
親
睦
行
事
も
寄
席
落
語
鑑
賞
会

（
落
語
を
聞
く
会

六
月
）
、
プ
ロ

野
球
観
戦
会
（
巨
人
対
阪
神
戦
の
野

球
を
見
る
会

七
月
）
、
秋
場
所
十

四
日
目
大
相
撲
観
戦
会
（
秋
場
所
十

四
日
目
の
大
相
撲
を
見
る
会

九
月
）

な
ど
が
計
画
（
一
部
実
施
）
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
会
の
伝
統
あ
る
活
動
で

あ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

場
と
し
て
、
よ
り
幅
広
い
会
員
の
皆

様
の
参
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
当
会
の
活
動
状
況
は
随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
「
本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
」

で
検
索
）

さ
て
、
社
会
状
況
の
進
展
と
と
も

に
、
従
来
か
ら
の
様
々
な
活
動
に
対

し
新
し
い
視
点
か
ら
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
当

会
も
再
建
出
発
し
て
か
ら
五
十
年
以

上
を
経
過
し
、
ま
た
母
校
同
窓
会
も

百
二
十
年
の
歴
史
を
刻
も
う
と
し
て

い
る
今
日
、
少
子
高
齢
化
と
し
て
一

つ
特
徴
づ
け
ら
れ
る
日
本
の
社
会
状

況
は
学
生
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
も
深
刻
な

の
が
学
生
数
の
減
少
で
、
昨
年
、
高

橋
校
長
先
生
が
当
会
の
総
会
に
ご
出

席
い
た
だ
い
た
時
に
配
布
さ
れ
た
資

料
に
よ
り
ま
す
と
、
最
近
の
母
校
卒

業
生
の
数
は
、
令
和
五
年
・
二
百
三

十
一
人
、
令
和
四
年
・
二
百
三
十
四

人
、
令
和
三
年
・
二
百
三
十
七
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
が
卒
業
し
た
昭

和
四
十
年
当
時
に
比
較
す
る
と
大
幅

な
減
少
で
す
。
こ
の
事
は
即
同
窓
会

の
新
入
会
員
数
の
減
少
に
つ
な
が
り

ま
す
。
近
年
発
行
さ
れ
た
同
窓
会
名

簿
よ
り
首
都
圏
在
住
の
会
員
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
今
後
の
同

窓
会
活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

も
の
と
思
わ
れ
、
留
意
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
会
で
は
よ
り
幅
広
い
会
員
の
皆

様
に
実
行
委
員
会
や
行
事
な
ど
に
参

加
い
た
だ
き
、
交
流
の
機
会
を
提
供

す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近

年
は
、
様
々
な
活
動
に
毎
年
新
し
い

会
員
が
参
加
す
る
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
強
制
さ
せ
ら
れ
た
不
自

由
な
生
活
で
一
層
進
展
し
た
と
思
わ

れ
る
都
会
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
孤
立
化
な
ど
が
社
会

問
題
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
同
窓
会

の
活
動
が
そ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
対

応
の
一
つ
の
助
け
に
な
る
よ
う
で
し

た
ら
こ
の
上
な
い
成
果
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
多
少
出
過
ぎ
た
こ
と
を
申

し
上
げ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
も
同
窓
会
活
動
の

一
つ
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
最
近
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
出
発
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
に
対

し
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映

さ
せ
、
元
気
の
出
る
楽
し
い
活
動
を

つ
づ
け
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
会
員

の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
１
日

開
催
の
令
和
２
年
度
第
２
回
役
員
会

か
ら
同
窓
会
活
動
は
休
止
状
態
に
な

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
５
月
８
日
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位

置
づ
け
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
（
２
類
相
当
）
」
か
ら

「
５
類
」
に
変
更
と
な
り
、
周
辺
で

は
秋
高
連
総
会
・
フ
ェ
ス
タ
、
各
ふ

る
さ
と
会
、
各
高
校
同
窓
会
の
開
催

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

当
会
も
役
員
会
は
対
面
式
で
は
な
く

メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
し
、
４
年
ぶ
り

に
第
57
回
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
事
務
局
が
中
心
と
な
っ

て
総
会
・
懇
親
会
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
、
総
会
・
懇
親
会
の
案
内
等

を
作
成
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
９
月

16
日
に
令
和
５
年
度
第
１
回
役
員
会

を
開
催
し
、
総
会
・
懇
親
会
の
案
内

等
の
発
送
作
業
（
約
７
０
０
通
）
、

そ
の
後
、
総
会
・
懇
親
会
の
詳
細
内

容
と
担
当
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。
10
月
14
日
に
会
計

監
査
と
令
和
６
年
第
１
回
役
員
会
を

開
催
し
、
第
57
回
総
会
資
料
の
審
議

と
総
会
・
懇
親
会
の
最
終
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
第
57

回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
源
一
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
長
の
私
か
ら
「
令
和
２
年
度
～

５
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報

告
」
を
し
て
、
こ
の
際
、
畠
山
良
治

監
事
よ
り
令
和
２
年
度
～
５
年
度
決

算
報
告
に
つ
い
て
「
適
正
か
つ
妥
当

で
あ
る
と
認
め
る
」
と
の
会
計
監
査

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
「
令

和
６
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算

案
」
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
全

て
の
報
告
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
、
挨
拶
を
兼
ね
て
、

村
岡
兼
幸
同
窓
会
長
よ
り
同
窓
会
の

近
況
報
告
、
高
橋
雄
一
校
長
よ
り
母

校
の
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
佐
藤
源
一
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
の
紹
介
、
乾
杯
と
な
り
、

会
食
及
び
懇
談
に
移
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
は
、
初
参
加
者
の
自
己
紹
介
、

カ
ラ
オ
ケ
、
校
歌
斉
唱
、
三
本
締
め

が
あ
り
、
安
井
賢
光
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
終
わ
り
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
人
数
は
50
名
と
コ
ロ
ナ
禍
前
の

参
加
者
数
よ
り
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

令
和
六
年
六
月
十
六
日
（
日
）
に

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
寄
席

落
語
鑑
賞
会
（
落
語
を
聞
く
会
）
に
、

同
期
の
三
名
で
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
友
人
と
も
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ぎ
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

こ
の
日
は
六
月
の
中
旬
に
し
て
は

（
現
代
は
こ
れ
が
普
通
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
）
夏
の
よ
う
な
暑
さ
で
、

加
え
て
浅
草
は
観
光
客
も
多
く
、
集

合
時
間
の
十
一
時
に
は
既
に
町
全
体

が
熱
気
を
帯
び
て
い
ま
し
た
。
と
り

ま
と
め
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
74
期
の

遠
藤
様
と
は
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
数
人
に
囲
ま
れ
て
お
金
の

や
り
取
り
を
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

お
声
を
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
案
の

定
、
遠
藤
さ
ん
で
し
た
が
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
声
を
掛
け
た
私
に
、
ホ
ッ

と
す
る
よ
う
な
笑
顔
を
向
け
て
く
だ

さ
り
、
心
が
和
み
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
場
と
な
り
、
席
に
つ

き
会
場
を
見
渡
す
と
、
お
も
む
ろ
に

お
弁
当
や
ら
お
に
ぎ
り
な
ど
、
食
事

を
さ
れ
て
い
る
人
が
目
に
入
り
、
寄

席
は
凡
そ
五
時
間
の
長
丁
場
で
も
あ

り
（
昼
の
部
は
）
お
昼
を
挟
む
た
め
、

演
芸
ホ
ー
ル
と
は
こ
う
い
う
場
所
な

の
だ
と
三
人
で
ま
ず
は
洗
礼
を
受
け

ま
し
た
。
私
は
、
遠
藤
さ
ん
か
ら
の

案
内
に
飲
食
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
弁
当
を
用
意
す

る
ま
で
は
気
が
引
け
ク
ッ
キ
ー
を
持
っ

て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
気

遣
い
は
不
要
で
し
た
。
因
み
に
演
芸

ホ
ー
ル
の
売
店
で
も
お

弁
当
類
が
売
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
開

幕
！
落
語
の
合
間
に
民

謡
・
漫
才
・
マ
ジ
ッ
ク

等
々
が
組
み
込
ま
れ
、

落
語
だ
け
だ
と
頭
を
使

い
過
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
疲

れ
そ
う
な
と
こ
ろ
、
う

ま
い
構
成
だ
と
納
得
＆

感
心
し
ま
し
た
。
初
め

は
回
り
を
気
に
し
な
が

ら
笑
っ
て
い
た
私
も
、

気
が
付
け
ば
遠
慮
な
く

大
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
た
く
さ
ん
笑
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
笑
い
と

は
別
に
、
紙
切
り
の
芸
に
感
動
し
ま

し
た
。
即
興
で
客
席
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
お
喋
り
し
な
が
ら
軽

く
笑
わ
せ
な
が
ら
ほ
ん
の
一
，
二
分

で
し
ょ
う
か
、
鋏
で
紙
を
切
り
な
が

ら
形
を
作
る
芸
は
、
国
の
宝
だ
と
、

大
げ
さ
で
な
く
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

出
演
さ
れ
た
落
語
家
さ
ん
の
中
に
は

テ
レ
ビ
で
拝
見
し
て
い
る
方
も
何
人

か
お
ら
れ
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
ア
ッ

と
い
う
間
の
五
時
間
で
し
た
。

終
演
後
は
数
年
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
三
人
で
、
同
窓
会
で

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
食
会

に
は
参
加
せ
ず
、
以
前
テ
レ
ビ

で
見
た
お
店
を
目
指
し
、
グ
ー

グ
ル
マ
ッ
プ
を
頼
り
に
た
く
さ
ん
の

人
を
掻
き
分
け
な
が
ら
辿
り
着
き
、

少
し
の
間
、
ま
だ
興
奮
冷
め
や
ら
な

い
寄
席
の
話
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
に

足
を
運
ぶ
機
会
も
な
く
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
準
備
や
連
絡
等
、
遠

藤
様
に
も
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
等
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
ロ
ー
イ
ン
グ

（
８
月
９
日
～
長
崎
県
諫
早
市
・

本
明
川
水
上
競
技
場
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

白
井
咲
羽

準
々
決
勝
で
敗
退

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

鈴
木
漣

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

小
松
煌
・
渡
辺
妃
茉
琉

決
勝
で
６
位

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

佐
々
木
陽
・
阿
部
悠
翔

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
女
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

長
田
凛
香
・
藤
澤
に
じ
・
楠
紗
季
・

佐
藤
夢
歌
・
荘
司
彩
結

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

▼
男
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

斎
藤
匠
・
梶
原
快
星
・
猪
股
良
都
・

今
野
将
成
・
石
塚
匡
道

敗
者
復
活
戦
で
敗
退

令
和
六
年
度
全
国
高
校
総
体
ヨ
ッ
ト

第
65
回
全
国
高
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会

（
８
月
12
日
～
和
歌
山
市
・
和
歌
山

セ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

▼
女
子
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ａ
６
級

藤
田
依
瞳

21
位

第
79
回
東
北
高
校
陸
上
競
技
大
会

（
６
月
14
日
～
福
島
市
・
と
う
ほ
う

み
ん
な
の
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▼
女
子
100ｍ
ハ
ー
ド
ル

長
堀
莉
子

８
位
入
賞

第
65
回
秋
田
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

兼
第
71
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
秋
田
県
大
会

（
６
月
５
日
～

大
仙
市
・
大
曲
市
民

会
館
ほ
か
）

▼
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

ウ
ィ
ダ
ー
ホ
ル
ド
み
ゆ
き
伊
藤
颯
太

佐
々
木
宇
宙

各
入
選

▼
朗
読
部
門

中
野
妃
香
莉
渡
辺
笑
佳

各
入
選

▼
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

『Loading

・
・
・
』
『
約
束
』

各
入
選

第
66
回
秋
田
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
７
月
26
日

秋
田
市
・
あ
き
た
芸
術

劇
場
ミ
ル
ハ
ス
）

課
題
曲
『
メ
ル
ヘ
ン
』
（
酒
井
格
）

自
由
曲

交
響
詩
『
海
』
よ
り

「
風
と
海
と
の
対
話
」
（
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
）

銀
賞

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

東
京
同
窓
会
会
長

佐

藤

源

一

(

60
期)

落
語
を
聞
く
会
に
参
加
し
て

梶

原

ひ
ろ
み
（
77
期
）

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
の
前
で

会
食
し
た
『
荒
井
屋
』

端

艇

部

４
年
ぶ
り
に
開
催

第
57
回
本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

事
務
局
長

湯

田

友

夫
（
65
期
）

校
歌
斉
唱
の
音
頭

ヨ

ッ

ト

部

吹

奏

楽

部

陸
上
競
技
部

放

送

部

部
活
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
②
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本
荘
高
校
東
京
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
は
平
素
よ
り
の
本
校
教
育
活
動

に
対
し
て
の
多
大
な
る
御
理
解
と
御

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

本
校
第
78
期
生
卒
業
生
と
し
て
令
和

５
年
４
月
に
母
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

今
年
度
が
２
年
目
の
勤
務
で
す
。
本

荘
高
校
東
京
同
窓
会
報
第
24
号
の
発

行
に
際
し
、
現
在
の
本
荘
高
校
の
近

況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
今
年
度
全
日
制
課
程
１
２

２
年
目
、
定
時
制
課
程
76
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
生
徒
数
は
全
日
制

課
程
５
８
９
名
、
定
時
制
課
程
28
名

で
す
。
全
日
制
課
程
の
ク
ラ
ス
数
は

１
学
年
６
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
私
が
高

校
生
だ
っ
た
と
き
の
８
ク
ラ
ス
か
ら

２
ク
ラ
ス
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。
６

ク
ラ
ス
と
も
普
通
科
で
以
前
に
あ
っ

た
商
業
科
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
生
徒
数
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続

く
こ
と
が
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
運
動
部
は
15
部
、
文
化
部

は
10
部
あ
り
、
生
徒
は
毎
日
勉
学
に

部
活
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

活
気
あ
る
学
校
生
活
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

昨
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
５
類
へ
の
以
降
後
、
教
育
活
動
は

ほ
ぼ
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
団
歌
練
習
は
体
育
館
で
生
徒

が
大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
運
動
会
で
も
一
般
の
観
客

を
入
れ
た
状
態
で
行
わ
れ
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
６
月
の
玲
瓏
祭
も

同
様
に
一
般
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
入

れ
大
変
盛
況
で
し
た
。
ク
ラ
ス
対
抗

（
８
月
）
・
ボ
ー
ト
教
室
（
９
月
）

も
予
定
通
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ち
な
み
に
、
ボ
ー
ト
教
室
（
１
年
の

み
）
は
私
の
時
代
は
全
ク
ラ
ス
参
加

の
ク
ラ
ス
対
抗
ボ
ー
ト
大
会
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
と
き
に
あ
っ
た
競
歩
大

会
と
ク
ラ
ス
対
抗
柔
剣
道
大
会
は
今

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
本
校
の
校
標
の
一
つ
で
あ

る
右
文
尚
武
は
勉
学
と
部
活
動
の
両

方
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味

す
る
本
校
生
の
校
是
で
す
。
こ
の
実

践
に
よ
り
昨
年
度
は
端
艇
部
、
柔
道

部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
放

送
部
と
囲
碁
が
全
国
高
総
文
祭
に
出

場
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
端
艇
部
、

柔
道
部
、
ヨ
ッ
ト
部
、
硬
式
テ
ニ
ス

で
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
て
い
ま
す
。
ま
た
勉
学
に
お
い
て

は
、
昨
年
度
の
卒
業
生
１
９
９
名
の

内
１
０
８
名
が
国
公
立
大
に
進
学
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
毎
日
部
活
動
に

勉
学
に
励
む
学
校
で
あ
る
こ
と
は
私

が
高
校
生
で
あ
っ
た
と
き
と
何
ら
変

わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

定
時
制
課
程
で
は
通
常
生
徒
は
４

年
で
卒
業
し
ま
す
が
、
３
年
で
卒
業

す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
毎
年
３
年
生

の
半
数
は
３
年
で
卒
業
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
向
上

を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

生
徒
が
卒
業
後
も
円
滑
に
職
場
に
溶

け
込
め
る
よ
う
に
教
育
活
動
を
実
践

し
、
昨
年
度
は
卒
業
生
が
全
員
進
路

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

本
荘
高
校
の
教
育
目
標
は
「
将
来

の
社
会
を
担
う
人
材
と
な
る
べ
く
、

人
格
の
完
成
と
心
理
の
探
究
に
努
め

る
心
身
と
も
に
健
全
な
生
徒
を
育
成

す
る
」
で
す
。
校
標
は
右
文
尚
武
の

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
毎
年

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高

等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
に
、
た
く

さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
同
窓
会
事
務
局
よ
り
、

令
和
六
年
度
の
部
活
動
の
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

で
は
、
端
艇
部
と
柔
道
部
、
ま
た
、

部
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
硬
式

テ
ニ
ス
が
活
躍
し
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

出
場
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会
で
は
ヨ
ッ

ト
部
も
活
躍
し
、
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

令
和
六
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
大

会
愛
称
は
「
あ
り
が
と
う
を
強
さ
に

変
え
て
北
部
九
州
総
体
２
０
２
４
」
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
駆
け
上
が
れ
夢
の

舞
台
へ
、
燃
え
上
が
れ
若
人
の
魂
」
。

他
に
、
質
実
剛
健
・
玲
瓏
同
氣
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
は
毎
日
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
学
力
の
向
上
と
人
格

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
本
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

端
艇
は
長
崎
県
、
柔
道
と
硬
式
テ
ニ

ス
は
大
分
県
、
ヨ
ッ
ト
は
和
歌
山
県

（
毎
年
開
催
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
、
各
部
活
動
と
も

に
上
位
進
出
を
目
指
し
、
日
々
の
練

習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

硬
式
野
球
部
は
、
春
の
県
大
会
は

ベ
ス
ト
８

で
、
順
調

に
実
力
を

伸
ば
し
て

お
り
、
夏

の
秋
田
県

大
会
（
甲

子
園
予
選
）

は
期
待
で

き
る
と
思

い
ま
す
。

平
成
二
十
年
を
最
後
に
甲
子
園
に
出

場
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
頑
張
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

文
化
部
は
、
残
念
な
が
ら
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
の
大
会
を
控
え
て
い

る
吹
奏
楽
部
な
ど
他
の
部
活
動
が
、

上
位
大
会
を
目
指
し
熱
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

本
校
の
活
躍
が
秋
田
を
離
れ
て
生

活
し
て
い
る
同
窓
生
の
皆
様
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
部
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
内
容
は
６
月
21
日
現
在
】

昨
年
の
第
45
回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
は
、
入
場
者
数
を
制

限
し
て
の
有
観
客
と
い
う
こ
と
で
、

４
年
ぶ
り
に
本
荘
高
校
０
Ｂ
と
選
手

関
係
者
で
応
援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

男
子
個
人
戦
は
66
㎏
級
、
73
㎏
級
、

81
㎏
級
及
び
無
差
別
級
に
出
場
し
ま

し
た
。
女
子
個
人
戦
は
48
㎏
級
、
57

㎏
級
及
び
63
㎏
級
に
出
場
し
ま
し
た
。

個
人
戦
は
男
女
と
も
出
場
し
た
選
手

が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
て
る
力
を
発
揮
し
、

善
戦
し
た
と
思
い
ま
す
。

女
子
団
体
戦
は
、
熊
本
県
の
熊
本

西
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
先
鋒

は
技
あ
り
に
よ
る
優
勢
勝
ち
、
中
堅

は
合
せ
技
に
よ
る
一
本
負
け
、
大
将

は
引
き
分
け
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

今
年
の
第
46
回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
は
、
男
子
個
人
戦
の

二
人
、
73
㎏
級
に
阿
部
颯
大
さ
ん
、

81
㎏
級
に
小
松
脩
さ
ん
が
出
場
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
３
月
19
日
（
火
）

に
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
佐
藤
源
一

会
長
（
60
期
）
、
伊
豆
憲
一
理
事

（
68
期
）
、
千
葉
久
柔
道
部
０
Ｂ

（
64
期
）
、
鈴
木
克
博
柔
道
部
０
Ｂ

（
75
期
）
と
私
の
５
名
で
す
。
二
人

と
も
２
回
戦
か
ら
の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
二
人
と
も
持
て
る
力
を
発

揮
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
惜
敗
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
通
常
の
有
観
客
で
の
試

合
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活

気
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
母
校
の
柔
道
部
は
、
新
入
部
員

対
象
者
が
中
学
時
代
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
練
習
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
男
女
と
も
新
入
部
員

の
入
部
が
少
な
く
な
り
、
来
年
は
個

人
戦
で
の
出
場
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
試
合
が
終
わ
っ
て
、
千

葉
久
柔
道
部
０
Ｂ
に
よ
り
、
武
道
館

の
正
門
前
で
、
選
手
、
長
谷
部
亮
監

督
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
応
援
に
来
て
い
た
５
名
で

神
保
町
付
近
の
中
華
料
理
店
の
個
室

で
残
念
会
（
飲
み
会
兼
昼
食
）
を
行

い
ま
し
た
。

会
報
第
24
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
編
集
・
割
付
作
業
に
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
発
行

で
き
、
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

気
が
つ
け
ば
、
高
校
を
卒
業
し
て

半
世
紀
で
す
。
こ
の
間
、
何
が
ど
う

変
わ
り
、
何
が
そ
の
ま
ま
か
。
身
の

周
り
で
は
、
そ
し
て
世
界
で
は…

。

そ
ん
な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す
機
会

が
増
え
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
目
を
こ
ら
す
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
頭
は
空
転
し
て
ば
か
り
で

す
。
せ
め
て
朝
く
ら
い
、
ひ
ん
や
り

し
た
空
気
を
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に

ご
無
事
で
。

（
伊
藤
典
明
・
69
期
）
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現
在
の
本
荘
高
校
に
つ
い
て

秋
田
県
立
本
荘
高
等
学
校

校
長

高

橋

雄

一

本

荘

高

校

の

部

活

動

本
荘
高
校
特
別
活
動
部
主
任

同
窓
会
事
務
局
担
当

中

村

淳

（
83
期
）

母
校
柔
道
部
の
応
援

第
45
回
及
び
第
46
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会

湯

田

友

夫

（
65
期
）

男女端艇とヨット（母校提供）

第58回 本荘高校東京同窓会
総会・懇親会

日 時 令和6年10月19日（土）12時～15時

会 場 アルカディア市ヶ谷

懇親会費 10,000円（会場費及び料理代等の
値上りにより会費の値上げを予定）

連絡先 本荘高校東京同窓会
事務局長 湯田友夫（65期）
携帯電話 090-8492-4258
E-mail tom1794yuda@gmail.com

諸物価高騰のおりではありますが、多くの皆様の

参加をお待ちしております。

QRコードでホームページが見られます。

東
京
・
日
本
武
道
館
で

右
上
は
第
45
回
大
会
、
他
は
第
46
回
大
会
。

左
上
と
右
下
は
母
校
提
供


